
高松市における子どもを

取り巻く環境に関する実態調査

～ウェブアンケートより 2023.4～

高松市社会福祉協議会 地域福祉企画・連携室



アンケートの目的と概要

目的
高松市における子どもたちが抱える問題、及び、子どもたちを取り巻く環境を調査するため、
高松北ロータリークラブの協力の下、高松市社会福祉協議会が実施

調査方法 ウェブアンケート（PC及び、携帯電話から回答可能）

調査期間 2022.5.15～2022.9.30

対象
高松市内在住の子どものいる世帯の方、及び高松市内在住、または高松市内で活動している
子どもの支援者

総回答数 332件

質問数
全18問（ただし、回答者の立場によって分岐あり）
選択及び自由記述方式

備考 グラフ欄外の箇条書き部分は回答「その他」等の項目に対し、自由記載として書かれたもの



アンケート結果 【回答者属性】

Q1.あなたの性別は？
（回答数328）



アンケート結果 【回答者属性】

Q2.あなたの年齢は？
（回答数328）



アンケート結果 【回答者属性】

Q3.現在の居住エリアは？
（回答数326）



アンケート結果 【回答者属性】

Q4.あなたの立場を教えて
ください （回答者数328）



アンケート結果 【回答者属性】

Q4.【属性分析】
あなたの立場を教えて
ください 。 （回答者数328）

世帯の人：66.5％

支援者：32.9％

その他：0.6％



アンケート結果 【支援者属性以外の方が回答】

Q5.あなたが抱えている困りごとは何ですか？（複数回答可） （回答数498）

0 20 40 60 80 100 120

経済的困窮(お金の問題)

子ども(自分)の成績・進学について

就労・仕事について

子どもの発達について

介護・育児など家族のケア

家族の（または自分自身の）病気について

家族間の関係について

引きこもり・不登校

その他

社会的孤立・人間関係

その他
 コロナ禍で実家へ帰ることが出来ない。

 コロナで自由に出かけられないことや、親族・友人と気軽に会え

ないので、なんとなくストレスを感じる。

 子どもの運動不足。小学校の人数増により、休み時間等の運動場

制限があり、運動不足が心配。多肥地区（多肥小〜仏生山の間）

で走り回れる公園があるとありがたいです。

 釣りなどいろんな体験をさせてやりたいものの男手はなく大勢が

嫌いなので子供とお兄さん的にむきあってくれる家庭教師や遊び

をしてくれる人がいるといいなと思います。

 第二子妊娠中ですが、上の子の保育所が遠方しか入れず、２人に

増えた後の送迎が不安。自宅近くに転園出来るか不安。

 共働き家庭のため、子どもにかけられる労力や時間が少ない。



アンケート結果 【支援者属性以外の方が回答】

Q6.困りごとに関して、相談相手はだれですか？（複数回答可） （回答数 438）

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

家族

友人・知人

学校関係

病院

誰にも相談したことがない

行政関係

その他

社協関係

NPO法人

その他

保健師

相談支援員。カウンセラー、SSW

職場の同僚など

成人支援施設の支援員

法律相談（弁護士）

塾

支援センター

放課後デイの計画をたててくれている人



アンケート結果 【支援者属性以外の方が回答】

Q7.これまでの困りごとの
相談回数は？（1つ選択）
（回答数222）

年間0回 （相談したことがない）



アンケート結果 【支援者属性以外の方が回答】

Q8.今、問題を解決するために必要なものは何ですか？（複数選択） （回答数446）

0 20 40 60 80 100 120 140

お金

相談相手

行政サービス

NPOなどの無料サポート

その他

居場所

 話し合いの場(家族で)

 具体的に問題解決に繋がるアドバイスがほしい。

 コロナ流行が落ち着くこと

 土日に相談できる場所。送迎支援

 乳幼児へのコロナワクチン接種も進めてほしいです。また、コロナに対

する薬も開発されてほしいです。

 調停など司法機関による解決

 時間が必要。ライフワークバランスについて時々夫と相談している。

 放課後デイサービスの利用回数上限が少ない。校区に民間の学童がな

い。
 学校が変わること

 障害者雇用

 思いつかない

 情報

 休業支援

 時間

 適切な情報

 充実した医療保険

 子育てスキル



アンケート結果 【支援者属性以外の方が回答】

Q9.困りごとを解決するために相談機関に必要なことはなんだと思いますか？（複数選択） （回答数591）

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

専門的なアドバイスが受けられること

いつでも気軽に相談できる身近な存在であること

秘密が守られること

継続的にかかわってくれること

子どもや家族から離れた環境

その他

特になし
 支援機関担当者が相談者の立場を理解し共感すること。イ

ンテーク対応が、どの方が行っても統一のある安定性が必

要。

 0-2歳までの保育料の援助

 収入制限がありひとり親手当がもらえない家庭に対しての

サポート。もう少し制限ゆるくするなど、せめて給食費は

無料など支援してほしい。

 発達障害がある子どもに対する世間の認知や、正しい理解

 行政の爆進力



アンケート結果 【支援者属性の方が回答】

Q10.過去に子どもの支援に対応してきて、世帯が抱える問題にはどのようなことがありましたか？(複数回答可) （回答数

492）

0 10 20 30 40 50 60
経済的困窮

子どもの不登校・引きこもり

虐待（育児放棄・ネグレクト）

子どもの障害

親の病気

親の障害

ヤングケアラー

世帯の孤立

家庭内暴力（DV)

子どもの病気

親の就職・就労

虐待（身体）

子どもの進学・学習

特になし

子どもの就職・就労

その他虐待

その他

 問題に対応したことがない。

 相談実績がまだ無い

 夫婦間の子育ての考え方の違い



アンケート結果 【支援者属性の方が回答】

Q11.支援にあてっての連携先はどこですか？(複数回答可)（回答数372）

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

学校

市社協

児童相談所

髙松市子育て支援課

高松市子ども家庭課

なし

子ども食堂

病院

その他

高松市福祉事務所

児童関連施設

自立相談支援センターたかまつ

障がい者関連施設

県社協

警察

子ども食堂以外のNPO等

ハローワーク

市民団体

PTA
 香川県子ども政策推進局子ども家庭課

 保護観察所

 高松市子ども女性相談課

 法テラス

 SSW

 市民団体

 学校

 保育所、幼稚園、子育て支援拠点

 民生委員児童委員



アンケート結果 【支援者属性の方が回答】

Q12.年間に対応する子どもに
関する相談件数は？
（１つ選択）（回答数222）



アンケート結果 【支援者属性の方が回答】

Q13..これまでの子どもの相談支援においてどのような支援が必要でしたか？（複数回答可）（回答数402）

0 10 20 30 40 50 60 70

精神的支援・相談相手

精神的支援・居場所

物的支援・食料

物的支援・制服・靴

その他

物的支援・学用品

精神的支援・その他

物的支援・衣類（制服以外）

経済支援・その他生活費補助

物的支援・家電製品

物的支援・育児用品

経済支援・学費補助

経済支援・その他

経済支援・医療費補助

物的支援・自転車

物的支援・布団

物的支援・その他

経済支援・家賃補助

物的支援・家具

経済支援・光熱費補助

• 行政手続きなど同行、通院同行

• 保育所入所が難しかったり、入所年齢に達し

ていないときの子どもの預け先

• あまり具体的に相談されたことがありません



アンケート結果 【支援者属性の方が回答】

Q14.困難を抱える子どもにとって必要と思う活動は何ですか？ （複数回答可）（回答数463）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

子どもの居場所（放課後児童クラブ・学童保育等）

無料（または安価な）学習支援

子ども食堂

子どもの見守り活動

専門家による家庭訪問

託児・病児保育等の一時預かり

地域のイベント

体験活動

子供会活動

その他

特になし
 保護者への関わり支援

 就学費支援

 地域の一般人や企業等コミュニティとしての社会資源（地域の方たち）



アンケート結果 【支援者属性の方が回答】

Q15.子どもに関わる相談支援において効果的な対応策は何だと思いますか？（複数回答可）（回答数412）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

親が相談しやすい環境を作る

子どもが相談しやすい環境を作る

関係機関でネットワークを構築し、連携して支援する

公的機関につなぐ

各種サービス等の情報を親に伝える

ご近所つきあいなど地域で相談しやすい環境を作る

その他  情報を発信する

 各種サービスをSNSで発信する

 分からないと言う選択肢をもうけてほしい。

 （子どもの未来応援コーディネーターによる地域の体制）



アンケート結果 【支援者属性回答】

Q16..市社協の行う福祉サービスの中であなたが知っているものはありますか？（複数回答可）（回答数747）

0 20 40 60 80 100 120

フードバンク活動

まるごと福祉相談員の配置

高齢者向け介護サービス

障がい者向け介護サービス

学習支援教室

ひとり親家庭生活支援事業

フードパントリー事業

在宅福祉サービス事業

ものバンク活動

子育てふれあいサロン

多胎妊産婦支援事業

あしたのドア事業

三世代交流事業

その他

 相談支援専門員の配置

 権利擁護センター

 知らないと言う選択肢を設けてほしい。

 生活困窮者自立相談支援事業

 地域共生社会推進事業



アンケート結果 【全属性回答】

Q17..今後、子どもに関する相談支援で市社協に期待することは何ですか？(複数回答可)（回答数331）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

専門的な相談対応

家庭訪問・同行訪問

連携先の紹介

経済的支援

物的支援

その他

特になし

 連携のコーディネート

 親育活動

 教育

 特になし

 地域連携



アンケート結果 【支援者属性回答】

Q18..困難を抱えた子どもに関する相談支援における課題や、支援に対するご意見をお聞かせください。(自由記
述)（回答数48）

※ワードクラウド
自由記述内、頻出ワードのスコア
の高さ＝文字サイズ
※詳細は別紙参照


